
   

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小川町立竹沢小学校 

第７号【１０月号】 

令和５年９月２７日 

校 長  樋 口 貴 子 

〒355-0335 埼玉県比企郡小川町大字木部 90   TEL 0493-73-1345  FAX 0493-74-5165 

  

読書のすすめ  

 

学校教育目標  やさしく・かしこく・たくましく 

  

 もうすぐ１０月になるというのに、暑い日が続いています。それでも、朝夕の風は涼し

くなり、草むらからは、虫の鳴き声が聞こえてきて、着実に秋はきていると感じます。 

 さて、本校では、９月を読書月間とし、朝読書、読書の木の作成、図書集会、先生のお

すすめの本コーナーの設置などを行いました。この読書月間のときだけではなく、子供た

ちがたくさんの本に触れる習慣を身に付け、心豊かな竹沢小の子供になってもらいたいと

思っています。地域、保護者の皆様には引き続き、本校の教育活動への御理解・御協力を

お願いいたします。 

「想像力・感受性が豊かになります」 

  読書をするとき、誰もが本の中に描かれている内容を頭の中で想像します。たくさんの

本に出会うことができれば、それだけ想像力を膨らませる機会が多くなります。実際に行

くことができない場所、体験できない状況や環境を頭の中で描くことで、想像力が豊かに

なります。想像力が豊かになると、今まで思いつかなかったアイデアが浮かぶかもしれま

せん。想像力を高めることで、心が育ち、感受性も豊かになると考えます。 

「人の気持ちがわかるようになります」 

読書を通して様々な登場人物の心を知ることができます。また人の気持ち・考え方を知

ることで、共感する心を育むこともできます。読み進める中で、登場人物の心をその行動

から想像することもできます。実際の生活の中でも他の人の気持ちを想像することは、コ

ミュニケーションを取る上でとても大切なことです。日頃から読書を通して相手の気持ち

を考える力を身に付けていれば、相手の立場に立って物事を考えることができ、人間関係

も良好になると考えます。 

「集中力がつきます」 

  本が好きな子は集中力があるといわれています。子供にとって「本を１冊読む」という

ことは、大人が想像するよりもはるかに大変なことです。初めは５分や１０分で飽きてし

まうかもしれません。しかし、毎日数分でも「本を読む」という習慣が身に付けば、子供

の集中力は徐々に持続することができるようになります。読書をしているときの集中力が、

授業中の集中力に結び付くことを期待しています。 



 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０  月  の  行  事  予  定 
 １日（日）竹沢地区民体育祭 

 ２日（月）運動会練習開始 

 ３日（火）５年 音楽朝会 代表委員会 

 ４日（水）たけのこ遊び 

 ５日（木）３年豆腐づくり 委員会 

６日（金）運動会結団式 

９日（月）スポーツの日 

１０日（火）表彰朝会 ５年社会科見学 

１２日（木）除草活動 クラブ 

１３日（金）就学時健診 短縮日課４時間 13：00下校 

１７日（火）運動会全体練習 

１８日（水）運動会応援練習  １～４年５時間授業 １４：４５下校 

               ５・６年６校時運動会係打ち合わせ １５：４０下校 

１９日（木）運動会応援練習 ２年校外学習（図書館） 

２０日（金）運動会全体練習 

２３日（月）通常日課５時間 

２４日（火）朝会 

２５日（水）運動会全体練習 

２６日（木）運動会全体練習予備日 

２７日（金）運動会準備 １～４年短縮日課４時間 13：00下校 

            ５・６年短縮日課６時間 15：00下校 

２８日（土）運動会 11：50下校 

２９日（日）運動会予備日① 雨天時：通常日課３時間 11：40下校 

３０日（月）振替休業日 

３１日（火）運動会予備日② 代表委員会 

 

１１月 １日（水）マラソン月間 たけのこ遊び 

    ２日（木）１・２年生活科校外学習（華蔵寺公園） 委員会 

１１月 ３日（金）文化の日 

 ９月２２日（金）に４年生が和紙体験学習センターで手すき

和紙の体験をしてきました。子供たちは、和紙ができるまでの

工程を学ぶとともに、和紙すきの道具の重さ、原料液をすくい

まんべんなく広げる難しさなどを体感することができました。

子供たちがすいた和紙は、乾かされた後、学校に届きます。と

ても楽しみです。 

 

※予定は変更になる場合もあります。予め、ご了承くださいますようお願いします。 

和紙すき体験 

 

Ｚｏｏｍで交流 ～小川町の魅力を伝えよう～ 

 
 ９月２１日（木）に、５年生が東松山市立野本小学校の５年生と

Ｚｏｏｍを使ってオンライン交流をしました。野本小の５年生は、

小川町について学習しています。そこで、竹沢小の５年生が、クイ

ズを交えながら小川町の和紙や吉田家住宅など小川町魅力を伝え

ました。また、野本小の５年生からの小川町についての質問にもし

っかり答えることができ、とてもよい経験ができました。 

 


